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教育職員免許状取得について 

 

1．学部学生の教育職員免許状の取得について 

〈はじめに〉 

  近年，小・中・高等学校等教員の資質の向上が問われています。とりわけ，低学年・身体の不 

自由な者等の児童・生徒への対応が肝要とされ，このこともあって，小・中学校の教育職員免許 

状を取得するためには，単に教育実習のみならず，「介護等体験」の実習を受けることが義務づ 

けられました。 

  小・中・高等学校等の教育職員となるには，教科に関する専門科目の修得はもとより，教育を 

行うための基本となる教職に関する専門科目の修得が必要で，人間性豊かな資質を涵養すること 

が極めて重要と言われています。 

  これらのことを念頭において，教育職員免許状を取得しようとする者は，安易に教員の資格を 

取得するためと言ったことでなく，将来，教育職員を目指す強い意志をもって，必要な科目を履 

修する必要があります。 

 

(1) 大学以外の教育職員として教育職に従事するためには，教育職員免許法及び同法施行規則に定め

るところに従って，免許状の取得に必要な科目を修得しなければなりません。 

本学部学生で取得可能な教育職員免許状の種類は別表 1 に掲げたとおりです。 

なお，教育職員免許状の取得に必要な科目の一つとして「教育実習」がありますが，教育実習を履

修しようとする者は，卒業後に中学校・高等学校の教師として就職を目指す意志の強い者でなけれ

ば，中学校・高等学校における教育実習生として受け入れされない場合がありますので注意してくだ

さい。 

 

(2) これらの免許状を取得しようとする者は，卒業に必要な専門教育等の授業科目を履修しながら，

教育職員免許法及び同法施行規則に規定されている必要な科目の単位を修得しなければなりません。 

① 高等学校教諭一種免許状の取得に必要な「教科及び教科の指導法に関する科目」のうちの「教科

に関する専門的事項」及び「大学が独自に設定する科目」は，大学の卒業に必要な授業科目(単

位)の修得の範囲で可能な場合が大半です。 

② 中学校教諭一種免許状(理科)の取得に必要な「教科及び教科の指導法に関する科目」のうち実験

に関する科目については，所属する学科に係る実験のほか，全ての分野の実験について修得しな

ければならないので，相当の努力が必要です。 

③ 別表 6 の大部分は，学務部で開講される授業科目を修得しなければなりません。 

 

(3) 「教科及び教科の指導法に関する科目」及び別表 6 に定める科目は，教育職員免許法施行規則に

定める科目の各区分の科目・単位を修得しなければなりません。 

 なお，教育職員免許法施行規則により，教育職員免許状の取得に共通した科目として，別表 3 に定

める「日本国憲法」，「体育」，「外国語コミュニケーション」及び「情報機器の操作」を修得しな

ければなりません。 

 

(4) 別表 1 の教育職員免許状の種類に応じて，別表 2 により当該免許状の取得に必要な科目の単位数

を 

確認してください。 
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(5) 別表 4(中学校)，別表 5(高等学校)に定める「教科及び教科の指導法に関する科目」の単位の修得

方法により，免許教科に関する科目ごとに定められた最低修得単位数(中学校 28 単位，高等学校 24

単位)を，学科ごとに定められた科目から修得してください。 

 

(6) 別表 6 に定める科目の単位(中学校 31 単位，高等学校 27 単位)は各欄必要単位数に応じて修得し

て 

ください。 

 

(7) 教育実習について 

教育実習の単位数は，事前・事後指導(中等教育事前・事後指導 1 単位)，実習校での実習(中学校

の免許状を取得する場合は，中学校教育実地研究Ａ，Ｂ各 2 単位，高等学校の免許状を取得する場合

は，高等学校教育実地研究 2 単位)からなっています。 

① 教育実習の申込手続きについては，3 年次の 4 月初旬に開催される説明会にて参加し，申込み，4

年次で実習を行います。説明会の開催については，掲示により通知します。 

② 事前・事後指導は，実習校での実習の前後に教育実習の一環として行われます。 

 

(8) 介護等体験について 

中学校の教育職員免許状を取得しようとする場合は，特別支援学校及び社会福祉施設において，7

日間以上の介護等体験を行うことが義務づけられています。 

本学部の学生は 3 年次に行います。2 年次の 11 月に必要な手続き等について掲示により通知しま

す。 

 

(9) 教職科目「教職実践演習(中・高)」と「履修カルテの作成」について 

「教職実践演習(中・高)」は 4 年次後期に履修します。「教職実践演習(中・高)」を履修するにあ

たり，教員免許取得に必要な科目の履修を始めてから「教職実践演習(中・高)」の授業を受けるまで

の間に，各自が教員になる上での自身の課題や教員免許取得に必要な科目の修得・理解状況などを把

握するために「履修カルテ」を作成します。各自が作成した「履修カルテ」は 4 年次前期に理学研究

科教務学生係へ提出します。 

 

(7)，(8)，(9)については，神戸大学教職課程専門委員会作成の 「神戸大学【教職課程ハンドブッ

ク】 」を事前によく読んでおいてください。 

 

(10) 担当窓口について 

学務部で開講する授業科目に関すること，教育実習・介護等体験については，学務部学務課教育推

進グループが担当窓口となっています。 

教育職員免許状の取得に必要な科目の修得・履修方法等に関することについては，理学研究科教務

学生係に問い合わせてください。 

 

(11) 教育職員免許状授与申請について 

卒業時における教育職員免許状の授与申請は，教員免許取得希望者からの申請に基づいて，大学か

ら兵庫県教育委員会に一括して行います。 

詳細については 4 年次の 12 月頃，掲示により通知しますので注意してください。 
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ۑ

ۑ

ۑ

ۑ

ۑ

ۑ

ۑ

ۑ

ۑ

ۑ

ὀ１㸬ۑ༳ࡣචチ法ୖの指ᐃ科目（ᚲಟ）ࢆ♧すࠋ

ὀ２㸬ࠕᗣ・࣏ࢫーࢶ科学実⩦１ࠖࠕࠊᗣ・࣏ࢫーࢶ科学実⩦２࡛ࠖࢺࢵࢭࡣᒚಟするࠋ

情報機ჾの᧯స 2

情報基礎 1

情報科学１ 1

情報科学２ 1

እᅜㄒコミュニケーション 2

Academic English Literacy A1 0.5

Academic English Literacy A2 0.5

Academic English Literacy B1 0.5

Academic English Literacy B2 0.5

ᗣ・࣏ࢫーࢶ科学実⩦２ 0.5

ᗣ・࣏ࢫーࢶ科学ㅮ⩏㸿 1

体ࠉࠉࠉ⫱ 2

ᗣ・࣏ࢫーࢶ科学実⩦基礎 1

１
単
位

㑅
ᢥ
ᚲ
ಟ

ᗣ・࣏ࢫーࢶ科学実⩦１ 0.5

᪥ᮏᅜ᠇法 2
᪥ᮏᅜ᠇法１ 1

᪥ᮏᅜ᠇法２ 1

情報ࠕእᅜㄒコミュニケーションࠖ及びࠕ体⫱ࠖ㸪ࠕ᪥ᮏᅜ᠇法ࠖ㸪ࠕるࡵグの㸪ู表３にᐃୖࠉ

機ჾの᧯సࠖࢆಟᚓࠋࢇࡏࡲࡾ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡋ

【ู表３】 学科にඹ通࡛ྲྀᚓࡀᚲ要࡞科目

教⫱⫋ဨචチ法⾜つ๎➨��᮲の�にᐃࡵる科目

චチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分➼ ᕥグにᑐ応する㛤タ授業科目

科ࠉ目ࠉ༊ࠉ分 単位数 授ࠉ業ࠉ科ࠉ目 単位数

教⫱実㊶に関する科目 7 7 5 5

学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目 28 4 �� 12


学
に
࠾
ࡅ
る
᭱
低
ಟ
ᚓ
単
位
数

教科及び教科の指導法に関す
る科目

㐨ᚨࠊ⥲ྜⓗ࡞学⩦の㛫➼
の指導法及び生ᚐ指導ࠊ教⫱
┦ㄯ➼に関する科目

10 10 8 8

28 28 24 24

教⫱の基礎ⓗ理解に関する科
目

10 10 10 10

基礎㈨᱁
ಟኈの学位ࢆ有
するࡇ

学ኈの学位ࢆ有
するࡇ

ಟኈの学位ࢆ有
するࡇ

学ኈの学位ࢆ有
するࡇ

物ࠉ理ࠉ学ࠉ科
化ࠉࠉ学ࠉࠉ科
生ࠉ物ࠉ学ࠉ科
惑ࠉ星ࠉ学ࠉ科

୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧

高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧
理ࠉ科

【ู表２】 චチ≧ྲྀᚓのࡵࡓの基礎㈨᱁᭱低ಟᚓ単位数

චチ≧の✀類ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ
ᡤ要㈨᱁

୰学ᰯ教ㅍ 高➼学ᰯ教ㅍ

専ಟචチ≧ ୍✀චチ≧ 専ಟචチ≧ ୍✀චチ≧

【ู表１】 理学㒊࡛ྲྀᚓ࡛ࡁるචチ≧の✀類

学ࠉࠉࠉ科 教⫱⫋ဨචチ≧の✀類 චチ教科

数ࠉࠉ学ࠉࠉ科
୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧

高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧
数ࠉ学
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確率論㸪統計学ࠖࠕ

【ู表４】 ୰学ᰯ教ㅍのࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖの単位ಟᚓ᪉法

චチ教科 教 科 及 び 教 科 の 指 導 法 に 関 す る 科 目 ᭱低ಟᚓ単位数

代 数 学

幾 何 学

解 析 学

コンࣆュ ーࢱ

᭱低ಟᚓ単位数චチ教科 教 科 及 び 教 科 の 指 導 法 に 関 す る 科 目

数ࠉ学

理ࠉ科

計
28
単
位

教科に関する
専㛛ⓗ㡯

2�単位

計
24
単
位

ྛ教科の指導法（情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ）

2�単位

�単位

2�単位

�単位

物 理 学

生 物 学

計
24
単
位

代 数 学

幾 何 学

解 析 学

コンࣆュ ーࢱ

�コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ�ࠖ

�コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ��

数ࠉ学

ᆅ 学 実 験

ࠕ 物 理 学 実 験

化 学

�単位

2�単位

�単位

（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

ྛ教科の指導法（情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ）

確率論㸪統計学ࠖࠕ

教科に関する
専㛛ⓗ㡯

化 学 実 験

化 学

物理学実験

ྛ教科の指導法（情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ）

計
28
単
位

生物学実験

化 学 実 験

ᆅ 学 実 験

物 理 学

�コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ��

�コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ��

生 物 学

【ู表㸳】 高➼学ᰯ教ㅍのࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖの単位ಟᚓ᪉法

ྛ教科の指導法（情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ）

ᆅ 学

生物学実験

ᆅ 学

理ࠉ科

教科に関する
専㛛ⓗ㡯

教科に関する
専㛛ⓗ㡯
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ᚲ
ಟ

㑅
ᢥ

2

2

1

1

2

1

2

2

2

・

2

2単位ᚲಟ

୰学ᰯ教⫱実ᆅ◊✲㹀

高➼学ᰯ教⫱実ᆅ◊✲

୰➼教⫱๓・ᚋ指導

୰学ᰯ教⫱実ᆅ◊✲㸿

�単位ᚲಟ㸪ࡣ✀୰୍ࠉࠉ
2単位ᚲಟࡣ✀高୍ࠉࠉ

୰➼生ᚐ指導論 2

୰➼学ᰯ教⫱┦ㄯ 2

教⫱ྐ

2単位ᚲಟ

㐨ᚨの理論及び指導法

⥲ྜⓗ࡞学⩦の指導法（୰・高） 2

୰➼特ูάື指導論

2単位ᚲಟ

ᚰの発達教⫱１
（学⩦・ゝㄒᚰ理学１）

教⫱ཎ理

教⫋論（୰・高） 2

教⫱⾜ᨻ学（୰・高）

教⫱経Ⴀ学（୰・高）

2

2

2

୰➼特ูᨭ教⫱論 2

特ูάືの指導法

2

୰➼㐨ᚨ教⫱論

・

・

ὀ1㸬科目ྡの᭱ᚋに12ࡣࡃࡋࡶのグ㍕࠶ࡀる科目ࡣ㸪ྠ科目ྡ1・2࡛ࢺࢵࢭࢆಟᚓするࠋࡇ

ὀ2㸬教⫱⫋ဨචチ≧ྲྀᚓにಀる科目（ู表３ࢆ㝖ࡃ）ࡣ㸪ࠕ教科及び教科に関する指導法に関する科目ࠖのࡕ࠺の
ࠋ࠸࡞ࢀࡉ算ධࡣ㸪ᒚಟ科目のⓏ㘓のୖ限にࡁ㝖ࢆ教科に関する専㛛ⓗ㡯ࠖにヱᙜする科目ࠕࠉࠉ

計ࠉࠉࠉࠉྜ

（චチ法⾜つ๎にᐃࡵる᭱低ಟᚓ単位数）

୰ 2�

高 2�

計ࠉࠉࠉࠉྜ

（ᮏ学࡛の᭱低ಟᚓ単位数）

୰୍✀�1ࠉ

高୍✀2ࠉ�

2

2単位ᚲಟ

୰୍✀の2ࡳ単位ᚲಟ

2単位ᚲಟ

2単位ᚲಟ

2単位ᚲಟ୰➼学⩦指導・,&7ά用論 2

2単位ᚲಟ

1単位ᚲಟ

2単位ᚲಟ

教⫋実㊶₇⩦（୰・高）

教⫱の᪉法及びᢏ⾡
情報通ಙᢏ⾡ࢆά用ࡓࡋ教⫱の理論及び᪉
法

教⫱┦ㄯ（࢘࢝ンࣜࢭンࢢに関する基礎ⓗ
の理論及び᪉法（ࠋࡴྵࢆ㆑▱࡞

生ᚐ指導の理論及び᪉法
㐍㊰指導及びࣜࣕ࢟教⫱の理論及び᪉法

⥲ྜⓗ࡞学⩦の㛫の指導法

【ู表㸴】 教⫱⫋ဨචチ≧ྲྀᚓにಀる科目の単位（ࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖࢆ㝖ࡃ）

චチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分➼

授ࠉ業ࠉ科ࠉ目ྛ科目にྵࡵるᚲ要㡯科ࠉ目
ᒚಟ᪉法➼

単位数

ᕥグにᑐ応する㛤タ授業科目

・

教⫱の理ᛕ୪びに教⫱に関するṔྐ及びᛮ


教⫋のព⩏及び教ဨのᙺ・⫋ົෆᐜ
（ࠋࡴྵࢆのᑐ応学ᰯ㐠Ⴀ࣒ーࢳ）

教⫱に関する♫ⓗࠊ制ᗘⓗཪࡣ経Ⴀⓗ
㡯（学ᰯᆅ域の㐃ᦠ及び学ᰯᏳの
ᑐ応ࠋࡴྵࢆ）

教⫱の基礎ⓗ理
解に関する科目

2単位ᚲಟ

2単位ᚲಟ

単位数

ᗂඣࠊඣ❺及び生ᚐのᚰ㌟の発達及び学⩦
の過程

2単位ᚲಟ

・

・

教⫱実㊶に関す
る科目

教⫱実⩦・
୰ �

高 �

・

ᚰの発達教⫱２
（教⫱・学ᰯᚰ理学１）

㟷ᖺᚰ理学

2教⫋実㊶₇⩦

㐨ᚨࠊ⥲ྜⓗ࡞
学⩦の㛫➼の
指導法及び生ᚐ
指導ࠊ教⫱┦ㄯ
➼に関する科目

୰➼࢟ࣜ࢝ュ࣒ࣛ論

学ᰯ体験άື

・

・

・

・

・
・

・
・

・

10

୰ 1�

高ࠉ�

特ูのᨭࢆᚲ要するᗂඣࠊඣ❺及び生
ᚐにᑐする理解

教⫱ㄢ程のព⩏及び⦅ᡂの᪉法（࢟ࣜ࢝ュ
（ࠋࡴྵࢆࢺン࣓ࢪネ࣐・࣒ࣛ

・
・
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㸺ᚲ要ྜ計単位数㸼

4

4

解析学㸶 2

解析学特論２ 2

解析学特論１ 2

解析学３・ྠ₇⩦

解析学４・ྠ₇⩦

ὀ１㸬単位数ḍのᚲಟ・㑅ᢥࡣ教ဨචチྲྀᚓのࡵࡓのᚲಟ・㑅ᢥࢆ♧すࠋ
ὀ２㸬ࠕ学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目࡚ࠖࡋ୰୍✀�単位�高୍✀12単位のಟᚓࡀᚲ要࡞るࡀ㸪ྠ科目ࡣ㛤タ࠸࡞ࡋ
単位数࡛ࡓࡋಟᚓ࡚࠼㉸ࢆ教科及び教科の指導法に関する科目࡛ࠖᡤᐃの単位ࠕ㸪【ู表㸴】の科目及びࡵࡓࠉࠉࠉ
ࠋる࠶ࡀすᚲ要ࡓࢆࢀࡇࠉࠉࠉ

2

2

代数学㸳 2

幾何学㸳 2

解析学㸴 2

2

2

表現論 2

幾何学２・ྠ₇⩦

幾何学３

幾何学４

数学要論１ 2

教科及び教科の指導法に関する科目表（数学科）

⥺ᙧ代数３

⥺ᙧ代数４

1

1

1

2

ᕥグにᑐ応する㛤タ授業科目

ᒚ ಟ ᪉ 法単位数科ࠉ目ࠉ༊ࠉ分

චチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分➼

4

2

教

科

に

関

す

る

専

㛛

ⓗ



㡯

コンࣆューࢱ

確率論㸪統計学ࠖࠕ

解ࠉ析ࠉ学

幾ࠉ何ࠉ学

代ࠉ数ࠉ学

数学要論２・ྠ₇⩦

解析学１

ᚤ分✚分１

ᚤ分✚分３

ᚤ分✚分４

解析学２

⥺ᙧ代数２

ᚤ分✚分２

⥺ᙧ代数㸳

計算数学１・ྠ₇⩦

代数学１・ྠ₇⩦

代数学２

代数学３・ྠ₇⩦

解析学㸵・ྠ₇⩦

4

4

幾何学１・ྠ₇⩦

4

4

2

1

1

確率論

2

代数学４

⥺ᙧ代数１ 1

㛤タ授業科目
単位数

㑅ᢥ

1

2

ᚲಟ

4

2

統計学

解析学㸳・ྠ₇⩦

確率論ධ㛛

学࡞ⓗྜ⥲ࠊ㐨ᚨࠕ教⫱の基礎ⓗ理解に関する科目ࠖ㸪ࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖ㸪ࠕ
⩦の⮬ᢸᙜの指導法及び生ᚐ指導ࠊ教⫱┦ㄯ➼に関する科目ࠖ㸪ࠕ教⫱実㊶に関する科目ࠖのಟᚓ単
位数のྜ計ࡀ୰୍✀㸪高୍✀ࡶに��単位௨ୖᚲ要

✀୰୍ۑ
数学科教⫱論㸿㹼㹂�単位
࡚ᚲಟ
✀高୍ۑ
数学科教⫱論㸿ࡵྵࢆ�単
位㑅ᢥᚲಟ

28

24

ྛ教科の指導法
�情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ�

୰

高

数学科教⫱論㸿 2

数学科教⫱論㹀 2

数学科教⫱論㹁 2

数学科教⫱論㹂 2

4

1

4
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㸺ᚲ要ྜ計単位数㸼

ὀ１㸬単位数ḍのᚲಟ・㑅ᢥࡣ教ဨචチྲྀᚓのࡵࡓのᚲಟ・㑅ᢥࢆ♧すࠋ
ὀ２㸬高➼学ᰯචチ≧のྲྀࡳᚓするሙྜ㸪実験科目ࡣ㸪ࠕචチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分ࠖの物理学実験・化学実
ࠋࡇᒚಟする࡚ࡗのᒚಟ᪉法にᚑࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㑅ᢥࢆࢀࡎ࠸㸪ࡽ験・生物学実験・ᆅ学実験ࠉࠉࠉ
ὀ３㸬ࠕ学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目࡚ࠖࡋ୰୍✀�単位㸪高୍✀12単位のಟᚓࡀᚲ要࡞るࡀ㸪ྠ科目ࡣ㛤タ࠸࡞ࡋ
単位数࡛ࡓࡋಟᚓ࡚࠼㉸ࢆ教科及び教科の指導法に関する科目࡛ࠖᡤᐃの単位ࠕ㸪【ู表㸴】の科目及びࡵࡓࠉࠉࠉ
ࠋる࠶ࡀすᚲ要ࡓࢆࢀࡇࠉࠉࠉ

4
物理実験学

2物理学科ᆅ学概論

ᆅ学実験㸿

3

2

理科教⫱論㹂

物理学実験３ 3
物理学実験２

量子ຊ学２

教科及び教科の指導法に関する科目表（物理学科）

ྂ電☢Ẽ学

⇕統計物理学
統計物理学１
統計物理学２

現代物理学 2
2

ྂຊ学 2

2
4
4

චチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分➼ ᕥグにᑐ応する㛤タ授業科目

科ࠉ目ࠉ༊ࠉ分 単位数 㛤タ授業科目

生物学実験２
1

物理学実験１ 3

化学実験１
化学実験２

1

4
物理数学２ 4
量子ຊ学１ 4

๛体のຊ学 2

単位数
ᒚ ಟ ᪉ 法

ᚲಟ 㑅ᢥ

4

2

教

科

に

関

す

る

専

㛛

ⓗ



㡯

ᆅ学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

ᆅࠉࠉ学

生物学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

生 物 学

化学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

化ࠉࠉ学

物理学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

物 理 学

物理学科生物学概論 2

2物理学科化学概論

1
1

学⩦の࡞ⓗྜ⥲ࠊ㐨ᚨࠕ教⫱の基礎ⓗ理解に関する科目ࠖ㸪ࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖ㸪ࠕ
⮬ᢸᙜの指導法及び生ᚐ指導ࠊ教⫱┦ㄯ➼に関する科目ࠖ㸪ࠕ教⫱実㊶に関する科目ࠖのಟᚓ単位数のྜ
計ࡀ୰୍✀㸪高୍✀ࡶに��単位௨ୖᚲ要

2

28

24

୰

高

ྛ教科の指導法
�情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ�

理科教⫱論㸿 2 ✀୰୍ۑ
理科教⫱論㸿㹼㹂�単位
࡚ᚲಟ
✀高୍ۑ
理科教⫱論㸿㸪理科教⫱
論㹀の�単位ᚲಟ

理科教⫱論㹀 2

理科教⫱論㹁

物理数学１

ᆅ学実験㹀
1
1

生物学実験１

電☢Ẽ学１
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㸺ᚲ要ྜ計単位数㸼

2化学科物理学概論

化学科生物学概論 2

2化学科ᆅ学概論

ὀ１㸬単位数ḍのᚲಟ・㑅ᢥࡣ教ဨචチྲྀᚓのࡵࡓのᚲಟ・㑅ᢥࢆ♧すࠋ
ὀ２㸬高➼学ᰯචチ≧のྲྀࡳᚓするሙྜ㸪実験科目ࡣ㸪ࠕචチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分ࠖの物理学実験・化学実
ࠋࡇᒚಟする࡚ࡗのᒚಟ᪉法にᚑࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㑅ᢥࢆࢀࡎ࠸㸪ࡽ験・生物学実験・ᆅ学実験ࠉࠉࠉ
ὀ３㸬ࠕ学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目࡚ࠖࡋ୰୍✀�単位㸪高୍✀12単位のಟᚓࡀᚲ要࡞るࡀ㸪ྠ科目ࡣ㛤タ࠸࡞ࡋ
単位数࡛ࡓࡋಟᚓ࡚࠼㉸ࢆ教科及び教科の指導法に関する科目࡛ࠖᡤᐃの単位ࠕ㸪【ู表㸴】の科目及びࡵࡓࠉࠉࠉ
ࠋる࠶ࡀすᚲ要ࡓࢆࢀࡇࠉࠉࠉ

ᆅ学実験㸿 1
ᆅ学実験㹀 1

生物化学Ⅰ－１ 1

化学実験２ 1

化学⇕ຊ学Ⅱ－１
化学反応論１ 1

1

有機化学Ⅰ－２ 1

有機化学Ⅱ－２ 1
有機化学Ⅲ－１ 1

有機化学Ⅱ－１ 1

1
有機化学基礎２

教科及び教科の指導法に関する科目表（化学科）
චチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分➼ ᕥグにᑐ応する㛤タ授業科目

科ࠉ目ࠉ༊ࠉ分 単位数 㛤タ授業科目
単位数

ᒚ ಟ ᪉ 法
ᚲಟ 㑅ᢥ

1

量子化学Ⅱ－２ 1

無機化学基礎２ 1
無機化学基礎１ 1

び2ࡼ࠾無機化学基礎1ࠉ
㸪（計2単位ྜ）ࠉ
び2ࡼ࠾有機化学基礎1ࠉ
（計2単位ྜ）ࠉ
2単位㑅ࢀࡎ࠸ࡽࠉ
ᢥᚲಟࠉ

有機化学Ⅰ－１

無機化学Ⅰ－２

化学⇕ຊ学Ⅰ－２ 1

物理学実験 2

化学⇕ຊ学Ⅰ－１ 1

有機化学Ⅲ－２

生物化学Ⅰ－２

1

1
無機化学Ⅰ－１ 1

1

量子化学Ⅰ－１
量子化学Ⅰ－２

1

量子化学Ⅱ－１

1
有機化学基礎１ 1

1

無機化学Ⅱ－１ 1

分析化学Ⅰ－２ 1
分析化学Ⅰ－１ 1
無機化学Ⅱ－２ 1

ᆅࠉࠉ学

ᆅ学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

生物学実験１ 1
生物学実験２ 1

化学実験Ⅱ
化学実験Ⅰ

化学実験１

�
8

1

教

科

に

関

す

る

専

㛛

ⓗ



㡯

学⩦の࡞ⓗྜ⥲ࠊ㐨ᚨࠕ教⫱の基礎ⓗ理解に関する科目ࠖ㸪ࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖ㸪ࠕ
⮬ᢸᙜの指導法及び生ᚐ指導ࠊ教⫱┦ㄯ➼に関する科目ࠖ㸪ࠕ教⫱実㊶に関する科目ࠖのಟᚓ単位数のྜ
計ࡀ୰୍✀㸪高୍✀ࡶに��単位௨ୖᚲ要

ྛ教科の指導法
�情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ�

理科教⫱論㸿 2 ✀୰୍ۑ
理科教⫱論㸿㹼㹂�単位
࡚ᚲಟ
✀高୍ۑ
理科教⫱論㸿㸪理科教⫱
論㹀の�単位ᚲಟ

理科教⫱論㹀 2

理科教⫱論㹁 2

理科教⫱論㹂 2

28

24

୰

高

物 理 学

物理学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

化ࠉࠉ学

化学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

生 物 学

生物学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）
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ᆅ学実験㸿 1
ᆅ学実験㹀 1

1

㐍化系統学基礎１
㐍化系統学基礎２
生態学基礎１
生態学基礎２

ື物生理学基礎２

᳜物生理学基礎２

ὀ１㸬単位数ḍのᚲಟ・㑅ᢥࡣ教ဨචチྲྀᚓのࡵࡓのᚲಟ・㑅ᢥࢆ♧すࠋ
ὀ２㸬高➼学ᰯචチ≧のྲྀࡳᚓするሙྜ㸪実験科目ࡣ㸪ࠕචチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分ࠖの物理学実験・化学実
ࠋࡇᒚಟする࡚ࡗのᒚಟ᪉法にᚑࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㑅ᢥࢆࢀࡎ࠸㸪ࡽ験・生物学実験・ᆅ学実験ࠉࠉࠉ
ὀ３㸬ࠕ学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目࡚ࠖࡋ୰୍✀�単位㸪高୍✀12単位のಟᚓࡀᚲ要࡞るࡀ㸪ྠ科目ࡣ㛤タ࠸࡞ࡋ
単位数࡛ࡓࡋಟᚓ࡚࠼㉸ࢆ教科及び教科の指導法に関する科目࡛ࠖᡤᐃの単位ࠕ㸪【ู表㸴】の科目及びࡵࡓࠉࠉࠉ
ࠋる࠶ࡀすᚲ要ࡓࢆࢀࡇࠉࠉࠉ

化学実験２ 1

生物学科化学概論 2

生物学科ᆅ学概論 2

ື物生理学基礎１

1

1

生物学実験Ⅱ㹁
生物学実験Ⅲ㸿
生物学実験Ⅲ㹀
生物学実験Ⅲ㹁

教科及び教科の指導法に関する科目表（生物学科）
චチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分➼ ᕥグにᑐ応する㛤タ授業科目

科ࠉ目ࠉ༊ࠉ分 単位数 㛤タ授業科目
単位数

ᒚ ಟ ᪉ 法
ᚲಟ 㑅ᢥ

化学実験１ 1

生物学科物理学概論 2

物理学実験 2

1

1

分子生物学基礎２
発生遺伝学基礎１

生物学₇⩦Ⅱ 2

᳜物生理学基礎１

1

生物学₇⩦Ⅰ 2

1

1

発生遺伝学基礎２

1

1

1

1

1

細胞生物学基礎２ 1

生化学基礎２ 1
生化学基礎１

分子生物学基礎１

ᆅ学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

28

24

生物学実験Ⅰ㸿
生物学実験Ⅰ㹀
生物学実験Ⅱ㸿
生物学実験Ⅱ㹀

2
2

2
2
2
2
2
2

細胞生物学基礎１ 1

୰

高

学⩦の࡞ⓗྜ⥲ࠊ㐨ᚨࠕ教⫱の基礎ⓗ理解に関する科目ࠖ㸪ࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖ㸪ࠕ
⮬ᢸᙜの指導法及び生ᚐ指導ࠊ教⫱┦ㄯ➼に関する科目ࠖ㸪ࠕ教⫱実㊶に関する科目ࠖのಟᚓ単位数のྜ
計ࡀ୰୍✀㸪高୍✀ࡶに��単位௨ୖᚲ要

教

科

に

関

す

る

専

㛛

ⓗ



㡯

ྛ教科の指導法
�情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ�

理科教⫱論㸿 2 ✀୰୍ۑ
理科教⫱論㸿㹼㹂�単位
࡚ᚲಟ
✀高୍ۑ
理科教⫱論㸿�理科教⫱論
㹀の�単位ᚲಟ

理科教⫱論㹀 2

理科教⫱論㹁 2

理科教⫱論㹂 2

物 理 学

物理学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

化ࠉࠉ学

化学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

生 物 学

生物学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

ᆅࠉࠉ学
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2
惑星物理学 2

2

1

2

教科及び教科の指導法に関する科目表（惑星学科）
චチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分➼ ᕥグにᑐ応する㛤タ授業科目

科ࠉ目ࠉ༊ࠉ分 単位数 㛤タ授業科目
単位数

ᒚ ಟ ᪉ 法
ᚲಟ 㑅ᢥ

惑星学基礎Ⅳ 2
惑星学基礎Ⅳ₇⩦ 1

生物学実験２

宇宙惑星科学 2
ᆅ⌫惑星㐍化学 2

惑星物㉁科学

化学実験１
化学実験２

1
1

ὀ１㸬単位数ḍのᚲಟ・㑅ᢥࡣ教ဨචチྲྀᚓのࡵࡓのᚲಟ・㑅ᢥࢆ♧すࠋ
ὀ２㸬高➼学ᰯචチ≧のྲྀࡳᚓするሙྜ㸪実験科目ࡣ㸪ࠕචチ法⾜つ๎にᐃࡵる科目༊分ࠖの物理学実験・化学実
ࠋࡇᒚಟする࡚ࡗのᒚಟ᪉法にᚑࢀࡒࢀࡑ㸪ࡋ㑅ᢥࢆࢀࡎ࠸㸪ࡽ験・生物学実験・ᆅ学実験ࠉࠉࠉ
ὀ３㸬ࠕ学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目࡚ࠖࡋ୰୍✀�単位㸪高୍✀12単位のಟᚓࡀᚲ要࡞るࡀ㸪ྠ科目ࡣ㛤タ࠸࡞ࡋ
単位数࡛ࡓࡋಟᚓ࡚࠼㉸ࢆ教科及び教科の指導法に関する科目࡛ࠖᡤᐃの単位ࠕ㸪【ู表㸴】の科目及びࡵࡓࠉࠉࠉ
ࠋる࠶ࡀすᚲ要ࡓࢆࢀࡇࠉࠉࠉ

惑星学実⩦㹂 2

1

2

惑星学実験実⩦の基礎Ⅱ 2
惑星学実⩦㸿

2
惑星学実⩦㹁

2
惑星学実⩦㹀

惑星学実験実⩦の基礎Ⅰ

物 理 学

教

科

に

関

す

る

専

㛛

ⓗ



㡯

惑星学科物理学概論 2

惑星学科化学概論 2

惑星学科生物学概論 2

物理学実験

惑星学基礎Ⅴ₇⩦

惑星学概論Ⅱ 2
ᆅ⌫物㉁科学
ᅛ体ᆅ⌫科学

生物学実験１ 1

2惑星学基礎Ⅴ

惑星学概論Ⅰ 2

1

2

学⩦の࡞ⓗྜ⥲ࠊ㐨ᚨࠕ教⫱の基礎ⓗ理解に関する科目ࠖ㸪ࠕ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖ㸪ࠕ
⮬ᢸᙜの指導法及び生ᚐ指導ࠊ教⫱┦ㄯ➼に関する科目ࠖ㸪ࠕ教⫱実㊶に関する科目ࠖのಟᚓ単位数のྜ
計ࡀ୰୍✀㸪高୍✀ࡶに��単位௨ୖᚲ要

ྛ教科の指導法
�情報通ಙᢏ⾡のά用ࠋࡴྵࢆ�

理科教⫱論㸿 2 ✀୰୍ۑ
理科教⫱論㸿㹼㹂�単位
࡚ᚲಟ
✀高୍ۑ
理科教⫱論㸿�理科教⫱論
㹀の�単位ᚲಟ

理科教⫱論㹀 2

理科教⫱論㹁 2

理科教⫱論㹂 2

28

24

୰

高

ᆅ学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

ᆅࠉࠉ学

生物学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

生 物 学

化学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）

化ࠉࠉ学

物理学実験
（コンࣆューࢱά用ࠋࡴྵࢆ）
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学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目

教⫱実㊶に関する科目

㐨ᚨࠊ⥲ྜⓗ࡞学⩦の㛫➼の
指導法及び生ᚐ指導ࠊ教⫱┦ㄯ
➼に関する科目

教⫱の基礎ⓗ理解に関する科
目

教科及び教科の指導法に関す
る科目

⫱㸪教ᕥグのࠉ
චチ法⾜つ๎➨��
᮲の�にᐃࡵる科目
ࠋࡇಟᚓするࢆ
㸪୰学ᰯのචࡓࡲࠉ
チ≧ྲྀࢆᚓ࠺ࡼࡋ
する⪅ࡣ㸪ㆤ➼体
験࡚ࢀࡽࡅ࡙ົ⩏ࡀ
ࠋる࠸

28 24

10 10

ࠉのࠉࡑ

基礎㈨᱁

චチ≧の ࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉࠉ
類✀ࠉࠉࠉࠉࠉࠉ ࠉࠉࠉࠉࠉ
ᡤ要㈨᱁

（３）専ಟචチ≧のྲྀᚓの要௳

㸪ୖグ（２）の基礎㈨ࡣにࡵࡓᚓするྲྀࢆ≦高➼学ᰯ教ㅍ専ಟචチࡣ୰学ᰯ教ㅍ専ಟචチ≧ཪࠉࠉࠉ

㸪教⫱⫋ဨචチ法➨㸳࡚࠸࠾ᚋ㸪学㝔のㄢ程にࡓᚓࢆ➼る᭱低ಟᚓ単位数ࡅ࠾び学にࡼ࠾᱁ࠉࠉ

࡚ࢀࡉࡇಟᚓするࢆ2�単位௨ୖ࡚࠸ࡘにタᐃする科目ࠖに⮬⊃ࡀ学ࠕるࡵ᮲ู表➨１にᐃࠉࠉ

ࠋすࡲ࠸ࠉࠉ

ࢆ教科及び教科の指導法に関する科目ࠖにಀる授業科目ࠕ㸪ࡣ理学◊✲科༤ኈㄢ程๓ᮇㄢ程࡛ࠉࠉࠉ

㸪ྛ専攻ࡀ⪅ࡓᚓࢆ➼る᭱低ಟᚓ単位数ࡅ࠾び学にࡼ࠾㸪ୖグ（２）の基礎㈨᱁ࡾ࠾࡚ࡋ㛤ㅮࠉࠉ

๓ࢆ≦චチ࡞⬟㸪ᙜヱ専攻࡛ྲྀᚓྍࡾࡼにࡇಟᚓするࢆ2�単位௨ୖࡽ授業科目ࡓࢀࡽࡵᐃ࡛ࠉࠉ

ࠋすࡲࡁ࡛ࡀࡇᮇㄢ程ಟにྲྀᚓするࠉࠉ

（４）教⫱⫋ဨචチ≧授⏦ㄳに࡚࠸ࡘ

࠸の⏦ㄳに基࡙ࡽ⪅㸪教ဨචチྲྀᚓᕼᮃࡣࡁる教⫱⫋ဨචチ≧の授⏦ㄳᡭ続ࡅ࠾ಟにࠉࠉࠉ

ࡼ２ᖺḟの12᭶㡭㸪ᥖ♧にࡣ࡚࠸ࡘ詳細にࠋすࡲ࠸⾜࡚ࡋරᗜ┴教⫱ጤဨに୍ᣓࡽ㸪学࡚ࠉࠉ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋすの࡛ὀពࡲࡋ▱通ࡾࠉࠉ


学
に
࠾
ࡅ
る
᭱
低
ಟ
ᚓ
単
位
数

10 8

学ኈの学位ࢆ有するࡇ

高➼学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧

学ኈの学位ࢆ有するࡇ

୰学ᰯ教ㅍ୍✀චチ≧

7 5

4 12

２㸬学㝔生（๓ᮇㄢ程）の教⫱⫋ဨචチ≧のྲྀᚓに࡚࠸ࡘ

物 理 学 専 攻
化ࠉ学ࠉ専ࠉ攻
生 物 学 専 攻
惑 星 学 専 攻

୰学ᰯ教ㅍ専ಟචチ≧

高➼学ᰯ教ㅍ専ಟචチ≧
理ࠉ科

（２）ୖグのචチ≧ྲྀࢆᚓするࡵࡓにࡣ㸪ḟの基礎㈨᱁ࡀᚲ要࡛すࠋ

（１）理学◊✲科༤ኈㄢ程๓ᮇㄢ程࡛ྲྀᚓ࡛ࡁるචチ≧の✀類

学ࠉࠉࠉ科 教⫱⫋ဨචチ≧の✀類 චチ教科

数ࠉ学ࠉ専ࠉ攻
୰学ᰯ教ㅍ専ಟචチ≧

高➼学ᰯ教ㅍ専ಟචチ≧
数ࠉ学
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【物理学専攻】（理科の教科及び教科の指導法に関する科目）

【化学専攻】（理科の教科及び教科の指導法に関する科目）

【生物学専攻】（理科の教科及び教科の指導法に関する科目）

【惑星学専攻】（理科の教科及び教科の指導法に関する科目）

惑星学詳論Ⅰ－３ 1 基礎惑星学特論Ⅳ－１ 1 新領域惑星学特論Ⅲ－２ 1

惑星学詳論Ⅱ－１ 1 基礎惑星学特論Ⅳ－２ 1

惑星学詳論Ⅰ－１ 1 基礎惑星学特論Ⅲ－１ 1 新領域惑星学特論Ⅱ－２ 1

惑星学詳論Ⅰ－２ 1 基礎惑星学特論Ⅲ－２ 1 新領域惑星学特論Ⅲ－１ 1

惑星学通論３ 1 基礎惑星学特論Ⅱ－１ 1 新領域惑星学特論Ⅰ－２ 1

惑星学通論４ 1 基礎惑星学特論Ⅱ－２ 1 新領域惑星学特論Ⅱ－１ 1

1

惑星学通論１ 1 基礎惑星学特論Ⅰ－１ 1 基礎惑星学特論Ⅴ－２ 1

惑星学通論２ 1 基礎惑星学特論Ⅰ－２ 1 新領域惑星学特論Ⅰ－１ 1

解析学序論 4 解析数理特論２ 2

代数学序論 4 構造数理特論１ 2

素粒子理論Ⅲ 11素粒子実験学Ⅰ

電子物性学 2

溶液化学・生物無機化学特論 2

低温物性学 2

極限物性学 2

物性論Ⅰ 4

高エネルギー物理学Ⅰ 4

理論物理学Ⅰ 4

宇宙論Ⅰ 2素粒子実験学Ⅱ 1

素粒子実験学Ⅲ 1

授 業 科 目 単位数

2

2

2

解析学１

解析学２

代数学

幾何学

表現論

確率過程論

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目

解析数理特論１ 2

幾何学序論 4

応用数学序論 4

解析学続論 4

2

2

2

単位数

計算情報数学 2 応用数学続論 4

【数学専攻】（数学の教科及び教科の指導法に関する科目）

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

数学コミュニケーション序論 2

数学コミュニケーション続論 2

現代数学特論 4

構造数理特論２ 2

応用数理特論１ 2

応用数理特論２ 2

代数学続論 4

幾何学続論 4

現代数学概論

素粒子実験学Ⅳ 1

量子物性Ⅱ 2

宇宙論Ⅱ 2

量子物性Ⅰ 2

素粒子理論Ⅰ 2

素粒子理論Ⅱ 1

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

物理化学Ⅰ 2

物理化学Ⅱ 2

2

反応化学特論 2 有機化学特論 2

有機化学Ⅱ

生物化学特論 2

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

2

理論生物化学 2

無機化学Ⅰ 2

無機化学Ⅱ 2

有機化学Ⅰ 2 無機・分析化学特論2

物性物理化学特論 2

無機・分析化学特論1 1 構造解析学

1

生物多様性概論Ⅱ 2 生態学特論 2

生物多様性概論Ⅰ 2

生理学特論Ⅰ 2

系統分類学特論 2

神経生物学特論 2

情報伝達機構特論 2

生命情報伝達概論Ⅱ 2

生体分子機構概論Ⅱ 2 生理学特論Ⅱ 2

生化学特論Ⅰ 2

生体分子機構概論Ⅰ 2

4

授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

惑星学要論 4 惑星学詳論Ⅱ－２ 1 基礎惑星学特論Ⅴ－１

分子遺伝学特論 2

生物制御科学特論Ⅰ 2

生命情報伝達概論Ⅰ 2

細胞生物学特論 2

発生生物学特論Ⅰ 2

生化学特論Ⅱ 2
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令和４年度入学者用

単位数 科目名 単位数

ＥＳＤ生涯学習論Ａ 1

ＥＳＤ生涯学習論Ｂ 1

社会教育計画論 2 国際人間科学部

博物館概論 2 文学部

博物館概論 2 国際人間科学部

博物館経営論 2 文学部

博物館経営論 2 国際人間科学部

博物館資料論 2 文学部

博物館資料論 2 国際人間科学部

博物館資料保存論 2 理学部

博物館資料保存論 2 文学部

博物館展示論 2 文学部

博物館展示論 2 国際人間科学部

博物館情報・メディア論 2 文学部

博物館情報・メディア論 2 国際人間科学部

博物館教育論 2 国際人間科学部

博物館教育論 2 文学部

3 博物館実習 3 理学部

19 計 19

注１ ：博物館実習を履修できる者は，博物館実習以外の全ての単位を修得済又は履修中の者に限る。

注２ ：授業科目が上記以外の学部で開講されていれば特別な場合に限り履修できる。

注３

　内規で定める。

（理学部学生は国際人間科学部開講分を受講）

2

2

（理学部学生は理学部開講分を受講）

2

（理学部学生は文学部開講分を受講）

博物館資料保存論

博物館資料論

2
（理学部学生は文学部開講分を受講）

博物館経営論

学芸員の資格取得について

生涯学習概論 2

　惑星学科に所属する学生で学芸員の資格を取得しようとする者は，下記に掲げる科目を履修しなけれ
ばならない。

記

開講学部等
科目名

全学共通授業科目

博物館法施行規則に定める科目 本学で開講する授業科目

博物館概論

計

博物館展示論 2

：今後「博物館法施行規則に定める科目」等が改正された場合，それに対応する授業科目は，惑星学科の

博物館実習

博物館教育論 2

博物館情報・メディア論 2




